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敬
太
郎
議
員
に
紹
介
議
員

に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
委

員
会
で
は
Ｆ
コ
ー
プ
労
組

の
長
田
書
記
長
と
渡
邉
県

労
連
事
務
協
次
長
が
最
賃

意
見
書
の
説
明
に
入
り
、

会
期
末
の
本
会
議
で
採
決

が
図
ら
れ
ま
す
。
福
津
市

議
会
は
、
少
数
会
派
が
多

く
、
３
月
議
会
で
の
紹
介

議
員
が
決
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
６
月
議
会
に
向

け
て
紹
介
議
員
を
探
す
こ

と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

福
岡
県
２０
議
会
で�

最
賃
意
見
書
が
採
択

福
岡
県
労
連
は
２３
春
闘

の
奮
闘
や
地
区
労
連
の
最

賃
ア
ク
シ
ョ
ン
で
福
岡
県

を
は
じ
め
２０
議
会
で
最
賃

意
見
書
が
採
択
さ
れ
内
閣

総
理
大
臣
、
中
央
最
賃
委

員
会
宛
に
送
ら
れ
て
い
ま

す
。
福
岡
地
区
春
闘
共
闘

は
、
福
岡
県
下
６０
自
治
体

３
分
の
１
以
上
の
議
会
で

最
賃
意
見
書
採
択
を
め
ざ

し
て
、
２４
春
闘
の
中
心
に

位
置
づ
け
て
取
り
組
み
ま

す
。当

日
の
２４
春
闘
決
起
集

会
で
、
各
産
別
か
ら
賃
上

げ
の
闘
い
が
報
告
さ
れ
ま

年
の
１２
月
議
会
で
粕
谷
町

議
会
と
宇
美
町
議
会
が
最

賃
意
見
書
を
全
会
一
致
で

採
択
し
ま
し
た
。

須
恵
町

須
恵
町
は
、
川
口
満
浩

議
員
に
紹
介
議
員
と
な
っ

て
い
た
だ
き
、
３
月
議
会

で
上
程
し
、
委
員
会
で
は

可
決
さ
れ
、
本
会
議
の
結

果
を
待
っ
て
い
ま
す
。
久

山
町
は
、
議
運
で
取
り
上

げ
て
い
た
だ
き
、
全
員
協

議
会
で
意
見
書
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
篠
栗
町
は
、

今
長
谷
武
和
議
員
と
村
瀬

最
低
賃
金
意
見
書
採
択
、�

�

多
く
の
議
会
で
進
む

地
域
総
行
動
期
間
に
意

見
書
採
択
で
訪
問
し
た
の

は
、
福
津
市
議
会
、
篠
栗

町
議
会
、
久
山
町
議
会
、

須
恵
町
議
会
で
す
。
２３
春

闘
で
福
岡
県
労
連
が
筑
豊

・
京
築
地
区
の
議
会
で
多

く
の
最
賃
意
見
書
を
採
択

し
て
い
る
こ
と
は
、
福
岡

県
下
の
自
治
体
で
は
評
判

と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
流

れ
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
昨

し
た
。

医
療
労
働
者
の
闘
い

全
医
労
で
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
、
ス
ト
ラ
イ
キ

前
面
に
出
し
て
交
渉
が
さ

れ
て
お
り
、
要
求
に
達
し

て
は
い
な
い
も
の
の
大
幅

な
賃
上
げ
が
実
現
し
ま
し

た
。
ス
ト
ラ
イ
キ
は
回
避

し
ま
し
た
が
、
福
岡
病
院

と
九
州
医
療
セ
ン
タ
ー
で

は
２４
春
闘
門
前
宣
伝
行
動

を
行
い
、
医
療
労
働
者
の

賃
金
労
働
条
件
改
善
を
訴

え
ま
し
た
。

福
岡
医
療
団
労
組
は
３

月
１４
日
に
医
療
労
働
者
の

賃
金
・
労
働
条
件
改
善
を

求
め
て
政
治
ス
ト
を
行

い
、
病
院
前
集
会
の
後
は

地
域
で
デ
モ
行
進
を
行
い

ま
し
た
。

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
の
奮
闘

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
は
、
３

月
１５
日
に
福
岡
中
郵
前
と

北
九
州
で
ス
ト
ラ
イ
キ
を

決
行
し
ま
し
た
。
日
本
郵

便
株
式
会
社
は
以
前
か
ら

要
求
を
ま
と
も
に
聞
き
入

れ
る
こ
と
が
無
く
、
役
員

報
酬
や
株
主
配
当
を
行
っ

て
、
内
部
留
保
を
積
み
増

し
し
て
も
労
働
者
の
賃
上

げ
は
棚
上
げ
状
態
で
し

た
。
２４
春
闘
は
物
価
高
騰

に
見
合
う
賃
上
げ
を
求
め

て
闘
っ
て
い
ま
す
。

�
（
編
集
委
員　

内
田
）

佐
賀
空
港
自
衛
隊
駐
屯

地
建
設
工
事
差
し
止
め
訴

訟
の
第
１
回
口
頭
弁
論
が

３
月
１５
日
佐
賀
地
方
裁
判

所
で
開
催
さ
れ
、
原
告
か

ら
古
賀
初
次
さ
ん
と
弁
護

団
３
名
の
意
見
陳
述
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
次
回
は
６

月
１４
日
（
金
）
１５
時
か
ら

答
弁
書
に
対
す
る
反
論
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
当
日

は
１６
時
か
ら
意
見
陳
述
報

告
後
、
広
島
県
弁
護
士
会

の
井
上
正
信
弁
護
士
に
よ

る
「
南
西
諸
島
有
事
と
陸

自
佐
賀
駐
屯
地
、
オ
ス
プ

レ
イ
配
備
は
何
の
た

め
？
」
と
題
す
る
学
習
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演

冒
頭
井
上
弁
護
士
か
ら
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
が
始
ま
る
こ
と
を
事
前

に
ア
メ
リ
カ
が
察
知
し
た

の
は
、「
輸
血
用
血
液
製

剤
の
移
動
と
備
蓄
」
情
報

と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
で

リ
ア
ル
な
説
明
か
ら
は
じ

ま
り
、
続
け
て
防
衛
省
の

「
南
西
諸
島
で
の
有
事
輸

血
で
有
識
者
会
議
発
足
」

と
い
う
新
聞
記
事
の
説
明

が
さ
れ
、
参
加
者
は
危
機

感
を
突
き
つ
け
ら
れ
ま
し

た
。ま
た
九
州
内
の
陸
自
、

空
自
、
海
自
の
各
自
衛
隊

基
地
全
体
が
、
南
西
諸
島

有
事
で
連
携
す
る
よ
う
に

準
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
の

説
明
と
、
学
習
会
最
後
に

井
上
弁
護
士
は
「
佐
賀
駐

屯
地
と
建
設
反
対
は
重
要

な
運
動
に
な
る
」
と
指
摘

し
て
終
わ
り

ま
し
た
。
戦

争
の
準
備
が

着
々
と
進
め

ら
れ
て
い
る

現
実
を
、
九

州
内
の
労
働

組
合
が
学
習

す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま

す
。

（
編
集
委
員

�

惠
藤
）

＜２４春闘地域総行動＞

福岡県下６０自治体議会採択めざす最低賃金意見書
＝１，５００円、全国一律、中小企業支援の３議題で＝

〈
佐
賀
空
港
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
問
題
〉

佐
賀
駐
屯
地
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
は�

�

何
の
た
め
？
学
習
会

福
岡
地
区
春
闘
共
闘
は
２
月
１６
日
を
起
点
に
２４
春
闘
地
域
総
行
動
ゾ
ー
ン
に
入

り
ま
し
た
。
午
前
中
は
自
治
体
議
会
事
務
局
を
訪
問
し
、
３
月
議
会
で
の
最
低
賃

金
の
意
見
書
採
択
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
夕
方
は
警
固
公
園
で
開
催
さ
れ

た
福
岡
県
春
闘
共
闘
の
２４
春
闘
総
決
起
集
会
に
結
集
し
ま
し
た
。

わかりやすく具体的に説明をされる井上弁護士

【別紙 案】

最最低低賃賃金金のの改改善善とと中中小小企企業業支支援援のの拡拡充充をを求求めめるる意意見見書書

年にも及んだ新型コロナウィルス感染拡大と、気候変動や円安、ウクライナ危機などの影響による

異常な物価の高騰は、、町民の生活を圧迫し、町内の中小零細企業を中心に打撃を与え、地域経済を疲弊

させている。特に、最低賃金近傍で働くパートや派遣、契約など非正規雇用やフリーランスなど弱い立

場の労働者の生活破綻は深刻である。この難局を乗り越えるには、ＧＤＰの６割を占める国民の「消費

購買力」を引き上げること、そのためにも「賃金の底上げ」を図ることが不可欠であり、最低賃金の大

幅引き上げと地域間格差をなくす全国一律へ法改正をおこなうことがこれまで以上に重要になってい

る。

年の地域別最低賃金改定は、最高の東京で時給 円、福岡県では 円、最も低い県では

円に過ぎない。毎日８時間働いても年収 万～ 万円であり、最低賃金法第９条３項の「労働

者の健康で文化的な生活」を確保することはできない。地域別であるがゆえに、福岡県と東京都では、

同じ仕事でも時給で 円もの格差がある。この地域間格差は、 年で 倍に広がっている。

日本の最低賃金は、地域別であることから、海外と比べても上がらない原因になっている。現行法で

は、最低賃金決定の 要素「その地域の労働者の生計費と賃金、事業の支払能力」を考慮し、最低賃金

額を決めている。地域別である限り、最低賃金額が低い地域では、その現状の支払能力や経済状況をも

とに最低賃金額が決められ、低いままとなる。また、最低賃金額の高い地域は低い地域を考慮し決めら

れている。このように地域別制度は、引き上げを妨げる構造的な欠陥がある。人口の一極集中や若者の

都市部への流失を止めることもできず、最低賃金額が低い地域は、労働者の賃金が低くなり、年金、生

活保護費、公務員賃金など、あらゆる生活と経済格差につながっている。最低賃金額が低い地域の経済

の疲弊を生み、日本経済をゆがめ、冷え込ませている決定的な原因になっている。労働者の賃金は、経

済の最も基本的なベースであり、このベースを一律にしなければ、どんな経済対策を講じても日本経済

を再生することはできない。

世界各国の制度と比較すると、日本の最低賃金は、ＯＥＣＤ諸国で最低水準であり、ほとんどの国で、

全国一律制をとっている。そして、政府として大胆な財政出動を行い、公正取引ルールを整備するなど

具体的な中小企業支援策を確実に実施し、最低賃金の引き上げを支えている。日本でも、中小企業への

具体的で十分な使いやすい支援策を抜本的に拡充・強化する必要がある。

労働者の生活と労働力の質、消費購買力を確保しつつ、地域経済と中小企業を支える循環型地域経済

の確立によって、誰もが安心して暮らせる社会をつくりたいと考える。そのために、最低賃金を全国一

律制度にし、抜本的な引き上げをしていくことを要望する。

以上の趣旨より、下記の項目の早期実現を求め、意見書を提出する。

記

１ 政府は、最低賃金法を全国一律制度に改正すること。

２ 政府は、労働者の生活を支えるため、最低賃金 円以上をめざすこと。

３ 政府は、最低賃金の引き上げができ、経営が継続できるように、中小企業への支援策を抜本的に拡

充・強化し、国民の生命とくらしを守ること。

以上、地方自治法第 条の規定により意見書を提出する。

年 月 日
須恵町議会 議長

内閣総理大臣 宛
厚生労働大臣 宛
中央最低賃金審議会会長 宛

意見書の請願説明で篠栗町議会議員へ訪問（左：村瀬町議　右：今長谷町議）
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タ
ク
シ

ー
労
働
者

で
組
織
す

る
自
交
総

連
は
、
４

月
か
ら

「
日
本
版

ラ
イ
ド
シ

ェ
ア
」
の

必
要
性
の

基
準
や
６

月
に
国
会

で
議
論
さ

れ
る
と
み

ら
れ
て
い

る
「
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア

新
法
」
に

つ
い
て
国
土
交
通
省
要
請

を
行
い
ま
し
た
。

自
交
総
連
は
、
運
行
の

管
理
も
な
く
自
家
用
車
を

使
っ
た
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の

導
入
は
認
め
な
い
こ
と
を

国
交
省
に
求
め
ま
し
た
。

国
交
省
は
、「
こ
れ
ま
で

大
臣
の
国
会
答
弁
で
も
繰

り
返
し
て
き
て
い
る
が
、

運
行
管
理
、
車
両
整
備
に

つ
い
て
責
任
を
負
う
主
体

を
置
か
ず
、
自
家
用
車
の

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
が
責
任

を
負
う
形
の
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
に
つ
い
て
は
認
め
ら
れ

な
い
と
い
う
立
場
は
、
今

後
も
変
わ
ら
な
い
。」
と

建
交
労
福
岡
県
本
部

は
、
３
月
１０
日
、
多
の
津

公
園
で
集
会
を
行
い
、
国

民
春
闘
車
両
パ
レ
ー
ド
を

行
い
ま
し
た
。集
会
に
は
、

県
労
連
、
地
区
労
連
、
福

岡
医
療
団
労
組
か
ら
応
援

参
加
が
あ
り
、
三
苫
県
労

連
議
長
代
行
と
内
田
地
区

労
連
事
務
局
長
が
応
援
の

あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し

た
。
集
会
後
は
、
労
働
条

件
改
善
の
横
断
幕
を
張
っ

た
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
１５
台
が

市
内
を
パ
レ
ー
ド
走
行
し

ま
し
た
。

�

（
編
集
委
員　

松
尾
）

回
答
し
ま
し
た
。
ま
た
、

「
４
月
か
ら
の
新
た
な
輸

送
サ
ー
ビ
ス
（
日
本
版
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
）
に
つ
い
て

は
、
タ
ク
シ
ー
会
社
が
運

行
管
理
を
行
い
、
責
任
を

負
う
限
定
的
な
も
の
と
な

る
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

菅
元
首
相
ら
が
推
し
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
全
面

解
禁
の
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

新
法
」
に
つ
い
て
は
、「
議

員
の
方
々
か
ら
ラ
イ
ド
シ

ェ
ア
を
や
る
べ
き
と
の
議

論
が
あ
る
が
、
国
交
省
と

し
て
は
抵
抗
し
て
い
る
。

や
り
た
い
わ
け
で
は
な

く
、
必
要
最
低
限
に
す
る

為
に
、
不
足
し
て
い
る
と

い
う
エ
ビ
デ
ン
ス（
根
拠
）

を
出
し
て
不
足
分
を
充
足

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

定
期
的
に
点
検
し
て
、
見

直
し
も
で
き
る
。
当
該
地

域
で
タ
ク
シ
ー
が
充
足
さ

れ
れ
ば
、
自
家
用
車
活
用

事
業
は
入
れ
な
い
方
向
で

考
え
て
い
る
。」
と
根
拠

の
な
い
規
制
緩
和
に
反
対

を
表
明
し
ま
し
た
。

福
岡
市
で
は
、
規
制
改

革
会
議
に
高
島
市
長
が
出

席
し
、
４
月
か
ら
の
「
日

本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」
に

関
し
て
、
タ
ク
シ
ー
会
社

や
労
働
組
合
の
反
対
が
強

い
こ
と
か
ら
福
岡
市
の
導

入
は
困
難
で
あ
る
と
述
べ

て
い
ま
す
が
、一
方
で「
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
新
法
」
な
ど

の
法
整
備
を
求
め
て
お

り
、
今
後
も
闘
い
を
強
化

し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

�

（
編
集
委
員　

内
田
）

に
１３
名
の
仲
間
が
休
暇
を

と
っ
て
、福
岡
、北
九
州
、

筑
豊
、
筑
後
地
域
へ
の
４

班
編
制
で
議
員
地
元
事
務

所
に
要
請
し
た
こ
と
が
今

回
の
成
果
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。一
人
の
議
員
は「
大

事
な
こ
と
で
す
」
と
承
認

書
に
サ
イ
ン
し
ま
し
た
。

事
前
の
議
員
要
請
行
動
は

今
年
で
５
回
目
に
な
り
ま

す
。
今
回
の
要
請
行
動
に

福
岡
県
国
公
か
ら
は
青
年

幹
事
２
人
が
参
加
し
、
２

人
の
青
年
幹
事
は
３
～
４

名
の
国
会
議
員
と
の
懇
談

を
経
験
し
、「
国
会
議
員

本
人
に
直
接
会
っ
て
話
を

す
る
機
会
が
な
い
の
で
楽

し
い
で
す
」
と
感
想
を
述

べ
ま
し
た
。

�
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編
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委
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惠
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）

き
た
こ
と
は
、
福
岡
県
国

公
を
は
じ
め
と
す
る
各
県

国
公
が
、
国
会
議
員
会
館

で
の
要
請
行
動
に
向
け

て
、
事
前
に
地
元
事
務
所

へ
の
要
請
行
動
を
行
っ
た

こ
と
で
す
。
特
に
福
岡
県

国
公
は
２
月
２１
日
（
水
）

か
ら
７
名
の
総
勢
１１
名

の
仲
間
が
参
加
し
て
要

請
行
動
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
行
動
で
九
州

選
出
２８
名
の
衆
参
の
国

会
議
員
に
要
請
し
、
１１

人
の
国
会
議
員
本
人
と

直
接
対
談
し
て
要
請
で

き
ま
し
た
。
１２
人
の
国

会
議
員
本
人
に
要
請
で

国
公
労
連
が
主
催
す
る

公
務
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
拡

充
を
求
め
る
請
願
署
名

の
、
紹
介
議
員
を
獲
得
す

る
国
会
議
員
会
館
要
請
行

動
が
３
月
８
日
に
行
わ

れ
、
国
公
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
４
名
、
福
岡
県
国
公

〈
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
問
題
〉

国
交
省
、根
拠
の
な
い
規
制
緩
和
に
反
対
を
表
明

大企業は内部留保を還元して 
雇用・生活・中小企業を守れ

〈３．１０　国民春闘車両パレード〉

〈
国
会
議
員
要
請
行
動
〉

１１
人
の
仲
間
が
国
会
議
員
会
館
で�
�

１２
人
の
国
会
議
員
と
懇
談

２
０
２
４
年
国
際
女
性
デ
ー

�

圧
巻
の
映
画「
そ
の
名
を
暴
け
」

○�

総
が
か
り
平
和
の
集
い

３
月
２４
日
（
日
）
１３
：�

００
～
１５
：
００

　

警
固
公
園

○�

最
賃
ア
ク
シ
ョ
ン
・�

４
．
１０
宣
伝
行
動

　

�

４
月
１０
日
（
水
）
１８
：

００
～

　

博
多
駅
筑
紫
口

○�

第
９５
回
福
岡
県�

中
央
統
一
メ
ー
デ
ー

　

５
月
１
日
（
水
）

　

警
固
公
園

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

２
０
２
４

年
国
際
女
性

デ
ー
福
岡
集

会
が
、
３
月

９
日
（
土
）

１３
時
３０
分
か

ら
福
岡
市
内

で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
集

会
に
は
参
加

者
が
予
定
よ

り
多
く
、
追

加
の
椅
子
を

壁
際
に
並
べ
て
も
座
れ
な

い
ほ
ど
の
１
１
０
人
が
参

加
し
会
場
は
超
満
員
。
う

ち
男
性
は
３０
人
程
度
参
加

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
主
催

者
挨
拶
後
は
２
時
間
９
分

に
及
ぶ
映
画
「
Ｓ
Ｈ
Ｅ�

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
」（
そ
の
名
を

暴
け
）
を
上
映
。
映
画
は

会
場
奥
の
ス
ク
リ
ー
ン
、

字
幕
ス
ー
パ
ー
、
満
員
で

暗
い
と
い
う
見
え
づ
ら
い

状
況
で
し
た
が
、
み
な
さ

ん
映
画
に
引
き
込
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
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国会議員会館で要請行動に挑む参加者

空港周辺をトラックが並んで走行

河野太郎デジタル相に地元のライドシェア反対を報告する高島市長

平和を訴える女性たち


